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 イン׫׼ジー֧آ؃פ׻・׮ンםイת

ӡ時֧場所を考え֩֔փӢ 

（㕱）ӻ0月2日からӻ0月ӻӾ日までؘף

ラ؟ーにて、ಐ間をཐる方法と位置を

ཐる方法について、現代とӻԃ60年௖

をᄾॵしたࣧ長図表の࿶示、学生作ᆀ

ഋ෾点の࿶示့を行い、図ി館の࿶示

ス؏ースにて関連ിฺのྤ፿を行っ

た。ӻ0月ӻӿ日以வは、ࣧ長図表と学生

作ᆀ一点（クءイ؀חメを応ዿした׭׼

タؠಐ૱）を図ി館の࿶示ス؏ースに

て࿶示。  

（２）ӻ0月7日に「地ጫ空間ග報活ዿの

௻๶๦」、ӻ0月ӻ0日に「ฝ॰なಐはど

のようにつくられるのかi」のၟ別講演

を実施した。 

（㕳）ӻ0月2日からӻ0月ӻӾ日まで本学

の出会いのஃ඘にてワーク׸؜׬プ「೷

のचऔ」を開催した。 

「科学」と「ਙട」を、׫׼インの፛でわかりやすく๊ነし、学生の科学やਙടの分ኾ

への੹ታを引き出す目的で、࿶示とワーク׸؜׬プ့を組み஽わ֚たイ؎ントを、図

ി館内のス؏ースやؘףラ؟ー့をౚい実施する。 

目的・趣旨 

（㕱）ؘףラ؟ーの࿶示では、ࣧӿӸӾՁ㕪ഒӻӸӿՁの大きさのࣧ長図表（ターポ؟ン）に、

ಐ間をཐる方法と位置をཐる方法について、現代とӻԃ60年௖をᄾॵする૛でග報

の流れを示した。また、৫ब・構成を担ဴしたӾ教ࡿによるಐ間や位置に関するト؉׸

クスの解๊パؠ؂の࿶示と、それぞれが指၏した学生作ᆀから「ಐ」や「඘സ」にཧ目

した作ᆀഋ෾点の࿶示を行った。また、図ി館の࿶示ス؏ースでは、ዃӿ0ఱの関連

ിฺのྤ፿を行った。ଣ学者からは、それぞれについて੹ታෆい内ዴとしてᅴअを

いただいた。 

（２）ၟ別講演では、ୖታഡ弘氏（ԏԢԡԔؘ׭パンখಠ会社 事業開発グؠープ部長）に

よる「地ጫ空間ග報活ዿの௻๶๦」と、च土ׅう౤氏（๶ ேጵ研究開発法人ග報ྫྷ信

研究機構 ဃಗჂ研究സဃಗჂᅮമ研究װンター長）による「ฝ॰なಐはどのように

つくられるのかi」を実施し、一ᄤ市民、学生、教ධࡿがྐ講し、਌重な内ዴの講演だ

ったとの意ଣが৳֚られた。 

（㕳）ワーク׸؜׬プでは、อࣰ大学ග報学部木༭研究ಬからਙട的な੤፛をၜて、ฝ

॰な位置ග報をଙ出できるົ置を活ዿしたශしい૛態のイ؎ントを実施し、ౄ加者

からፕ好なᄗ応をၜることができた。本成果は、໐位ந法学会೗催のԑԟԢӹԑԝԢԢ

 ム２㕰２㕵のポスター発表として㕱２月3日に発表が行われた。 日時・場所כ׭ンポ׬

結果・成果 

令和㕷年㕱㕰月2日⿤㕱㕰月㕱㕴日

อࣰ文化૷ട大学 ؘףラ؟ーਸֲ図ി館 

体制 （実施代表者）׫׼イン部 ׫׼イン学科 教授   的඘ ֱ׌し 

 イン学科 教授   かわ こう֚い׫׼ イン部׫׼

 イン学科 ന教授 ൚๖ 直አ׫׼ イン部׫׼

 イン学科 ന教授 松ஔ 幸౤׫׼ イン部׫׼
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॰な位置ග報をଙ出できるົ置を活ዿしたශしい૛態のイ؎ントを実施し、ౄ加者

からፕ好なᄗ応をၜることができた。本成果は、໐位ந法学会೗催のԑԟԢӹԑԝԢԢ

 ム２㕰２㕵のポスター発表として㕱２月3日に発表が行われた。 日時・場所כ׭ンポ׬

結果・成果 

令和㕷年㕱㕰月2日⿤㕱㕰月㕱㕴日

อࣰ文化૷ട大学 ؘףラ؟ーਸֲ図ി館 

体制 （実施代表者）׫׼イン部 ׫׼イン学科 教授   的඘ ֱ׌し 

 イン学科 教授   かわ こう֚い׫׼ イン部׫׼

 イン学科 ന教授 ൚๖ 直አ׫׼ イン部׫׼

 イン学科 ന教授 松ஔ 幸౤׫׼ イン部׫׼

内容

イベント・シンポジウム等実績報告書  ｜  配分事業費：㕴㕳２千円 
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 イン׫׼ジー֧آ؃פ׻・׮ンםイת

ӡ時֧場所を考え֩֔փӢ 

（㕱）ӻ0月2日からӻ0月ӻӾ日までؘף

ラ؟ーにて、ಐ間をཐる方法と位置を

ཐる方法について、現代とӻԃ60年௖

をᄾॵしたࣧ長図表の࿶示、学生作ᆀ

ഋ෾点の࿶示့を行い、図ി館の࿶示

ス؏ースにて関連ിฺのྤ፿を行っ

た。ӻ0月ӻӿ日以வは、ࣧ長図表と学生

作ᆀ一点（クءイ؀חメを応ዿした׭׼

タؠಐ૱）を図ി館の࿶示ス؏ースに

て࿶示。  

（２）ӻ0月7日に「地ጫ空間ග報活ዿの

௻๶๦」、ӻ0月ӻ0日に「ฝ॰なಐはど

のようにつくられるのかi」のၟ別講演

を実施した。 

（㕳）ӻ0月2日からӻ0月ӻӾ日まで本学

の出会いのஃ඘にてワーク׸؜׬プ「೷

のचऔ」を開催した。 

「科学」と「ਙട」を、׫׼インの፛でわかりやすく๊ነし、学生の科学やਙടの分ኾ

への੹ታを引き出す目的で、࿶示とワーク׸؜׬プ့を組み஽わ֚たイ؎ントを、図

ി館内のス؏ースやؘףラ؟ー့をౚい実施する。 

目的・趣旨 

（㕱）ؘףラ؟ーの࿶示では、ࣧӿӸӾՁ㕪ഒӻӸӿՁの大きさのࣧ長図表（ターポ؟ン）に、

ಐ間をཐる方法と位置をཐる方法について、現代とӻԃ60年௖をᄾॵする૛でග報

の流れを示した。また、৫ब・構成を担ဴしたӾ教ࡿによるಐ間や位置に関するト؉׸

クスの解๊パؠ؂の࿶示と、それぞれが指၏した学生作ᆀから「ಐ」や「඘സ」にཧ目

した作ᆀഋ෾点の࿶示を行った。また、図ി館の࿶示ス؏ースでは、ዃӿ0ఱの関連

ിฺのྤ፿を行った。ଣ学者からは、それぞれについて੹ታෆい内ዴとしてᅴअを

いただいた。 

（２）ၟ別講演では、ୖታഡ弘氏（ԏԢԡԔؘ׭パンখಠ会社 事業開発グؠープ部長）に

よる「地ጫ空間ග報活ዿの௻๶๦」と、च土ׅう౤氏（๶ ேጵ研究開発法人ග報ྫྷ信

研究機構 ဃಗჂ研究സဃಗჂᅮമ研究װンター長）による「ฝ॰なಐはどのように

つくられるのかi」を実施し、一ᄤ市民、学生、教ධࡿがྐ講し、਌重な内ዴの講演だ

ったとの意ଣが৳֚られた。 

（㕳）ワーク׸؜׬プでは、อࣰ大学ග報学部木༭研究ಬからਙട的な੤፛をၜて、ฝ

॰な位置ග報をଙ出できるົ置を活ዿしたශしい૛態のイ؎ントを実施し、ౄ加者

からፕ好なᄗ応をၜることができた。本成果は、໐位ந法学会೗催のԑԟԢӹԑԝԢԢ

 ム２㕰２㕵のポスター発表として㕱２月3日に発表が行われた。 日時・場所כ׭ンポ׬

結果・成果 

令和㕷年㕱㕰月2日⿤㕱㕰月㕱㕴日

อࣰ文化૷ട大学 ؘףラ؟ーਸֲ図ി館 

体制 （実施代表者）׫׼イン部 ׫׼イン学科 教授   的඘ ֱ׌し 

 イン学科 教授   かわ こう֚い׫׼ イン部׫׼

 イン学科 ന教授 ൚๖ 直አ׫׼ イン部׫׼

 イン学科 ന教授 松ஔ 幸౤׫׼ イン部׫׼

サイエンス・テクノロジーとデザイン

（時と場所を考えなさい）

イベント・シンポジウム等実績報告書 配分事業費：４３２千円

目的・趣旨 「科学」 と「技術」 を、デザインの力でわかりやすく説明し、学生の科学や技術の分

野への興味を引き出す目的で、展示とワークショップ等を組み合わせたイベントを、

図書館内のスペースやギャラリー等を使い実施する。

日時・場所 令和７年１０月2日～１０月１４日

静岡文化芸術大学　ギャラリー及び図書館

体制	 （実施代表者）デザイン部　デザイン学科　教授 　　的場　ひろし

　　　　　　　　　デザイン部　デザイン学科　教授 　　かわ　こうせい

　　　　　　　　　デザイン部　デザイン学科　准教授　小川　直茂

　　　　　　　　　デザイン部　デザイン学科　准教授　松江　幸子

内容 （１）10月2日から10月14日までギャ

ラリーにて、時間を知る方法と位置を

知る方法について、現代と1960年頃

を比較した横長図表の展示、学生作品

十数点の展示等を行い、図書館の展示

スペースにて関連書籍の陳列を行っ

た。10月15日以降は、横長図表と学生

作品一点（クレイアニメを応用したデジ

タル時計）を図書館の展示スペースにて

展示。

（２）10月7日に「地理空間情報活用の

最前線」、10月10日に「正確な時はど

のようにつくられるのか？」 の特別講

演を実施した。

（３）10月2日から10月14日まで本学

の出会いの広場にてワークショップ「秋

の花火」 を開催した。

結果・成果 （１）ギャラリーの展示では、横5.4m×縦1.5mの大きさの横長図表（ターポリン）に、

時間を知る方法と位置を知る方法について、現代と1960年頃を比較する形で情報

の流れを示した。また、企画・構成を担当した4教員による時間や位置に関するトピッ

クスの解説パネルの展示と、それぞれが指導した学生作品から「時」や「場所」に着目

した作品十数点の展示を行った。また、図書館の展示スペースでは、約50冊の関連

書籍の陳列を行った。見学者からは、それぞれについて興味深い内容として評価を

いただいた。

（２）特別講演では、五味俊弘氏（ESRIジャパン株式会社 事業開発グループ部長）に

よる「地理空間情報活用の最前線」と、花土ゆう子氏（前 国立研究開発法人情報通信

研究機構 電磁波研究所電磁波標準研究センター長）による「正確な時はどのように

つくられるのか？」を実施し、一般市民、学生、教職員が聴講し、貴重な内容の講演

だったとの意見が寄せられた。

（３）ワークショップでは、静岡大学情報学部木谷研究室から技術的な協力を得て、正

確な位置情報を検出できる装置を活用した新しい形態のイベントを実施し、参加者

から良好な反応を得ることができた。本成果は、測位航法学会主催のGPS/GNSS

シンポジウム２０２５のポスター発表として１２月3日に発表が行われた。
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